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木
村
次
郎
右
衞
門
さ
ん
（
丹
後
町
中
野
）

が
４
月
19
日
、
１
１
４
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
、
家
族
と
と
も
に
赤
飯
と
タ
イ
の
塩
焼

き
で
祝
い
ま
し
た
。
孫
や
ひ
孫
た
ち
か
ら

花
束
や
祝
電
が
次
々
に
届
き
、「
口
に
は
言

い
表
せ
な
い
光
栄
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
、両
手
を
合
わ
せ
て
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
木
村
さ
ん
は
、男
性
で
長
寿
世
界
一
に
な
っ

た
と
の
報
道
（
４
月
15
日
）
に
つ
い
て
、「
光

栄
に
存
じ
上
げ
ま
す
。
天
の
お
告
げ
だ
と

心
得
て
お
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
好
き
嫌
い
せ
ず
何
で
も
食
べ
ま
す
。
く
よ

く
よ
せ
ず
忘
れ
る
こ
と
が
一
番
で
、
感
謝

す
る
気
持
ち
を
い
つ
も
持
っ
て
い
ま
す
」と
、

長
生
き
の
秘
け
つ
を
話
し
ま
し
た
。

　
家
族
に
よ
る
と
、
最
近
は
新
聞
や
テ
レ

ビ
を
ほ
と
ん
ど
見
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

１
日
３
食
欠
か
さ
ず
食
べ
、
規
則
正
し
い

生
活
を
送
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

孫やひ孫から贈られた花に囲まれて日なたぼっ
こを楽しむ木村さん

け
ん
け
ん
け
ん

4月19日、丹後町中野の自宅で
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落
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風
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並
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京
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府
景
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資
産
」
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登

風
情
を
か
も
し
出
し
て
い
る
こ
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街
並
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京
都
府
景
観
資
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落
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久美浜小学校近くにある「堀川」の景観

目　次
indexindex

◆いま熱中していることは？
　5歳から始めた日本舞踊を今でも続けていま
す。着物を着て舞うことは、体を動かせていい
運動にもなるんです。
◆丹後きものクイーンになったきっかけは？
　日本舞踊を通して着物への愛着がわき、「着
物の魅力を多くのかたに知ってもらいたい」と
思い応募しました。たくさんのかたに着物の良
さを伝えていきたいです。
◆京丹後市のおすすめスポットは？
　網野の八丁浜から眺める日本海。ほぼ毎日足
を運んでいます。広い海を見ると心が落ち着き、
幸せな気持ちになるんです。

義村 歩美さん

平成3年11月生まれの19歳。峰山
高校卒業後、兵庫県の短期大学に
進学。現在2年生。昨年10月、第4
期丹後きものクイーンに。着物の
魅力を伝える活動を展開中。

プロフィール

（峰山町堺）みあゆむらよし

今月の笑顔今月の笑顔

　表紙の撮影場所
　京丹後ちりめん祭会場（網野体育センター）
　※関連記事：14ページ
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歴
史
的
資
源
が
多
く
残
る
久

美
浜
一
区
だ
が
、こ
こ
数
十
年
で
、

老
朽
化
し
た
家
屋
の
建
て
替
え

や
人
口
流
出
に
よ
る
空
き
家
が

増
加
す
る
な
ど
、
せ
っ
か
く
の

風
情
あ
る
街
並
み
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
っ
た
。
さ
ら
に
過
疎
高
齢

化
や
地
区
外
に
進
出
し
た
大
型

店
の
影
響
を
受
け
、
中
心
市
街

地
で
は
空
き
店
舗
が
目
立
ち
始

め
た
。

　
同
区
の
住
民
は
、
こ
れ
ま
で

の
ま
ち
づ
く
り
組
織
「
一
区
振

興
整
備
協
議
会
」
を
「
久
美
浜
一

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」に
改
編
。

平
成
13
年
か
ら
、
町
内
の
各
種

団
体
や
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
、

歴
史
的
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

住
環
境
整
備
と
観
光
拠
点
整
備

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
指

す
取
り
組
み
を
始
め
た
の
だ
。

　　
平
成
14
年
に
は
、
稲
葉
家
住
宅

（
国
登
録
有
形
文
化
財
、
施
設
名

称
「
豪
商
稲
葉
本
家
」）
を
中
心
と

し
た
約
11
・
８
㌶
の
区
域
を
対
象

に
、
地
域
住
民
自
ら
が
「
久
美
浜

一
区
ま
ち
づ
く
り
協
定
」を
締
結
。

　
こ
の
協
定
は
、「
建
物
の
新
築
、

増
改
築
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、

周
辺
の
歴
史
的
景
観
に
調
和
す

る
よ
う
な
町
家
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
意
匠
や
色
彩
、
材
料
な
ど
を

使
用
す
る
」
と
す
る
修
景
基
準

を
定
め
た
も
の
だ
。
実
に
在
住

者
の
ほ
ぼ
８
割
（
78
・
５
㌫
）
が

同
意
し
た
。

 

旧
久
美
浜
町
と
新
市
は
、
こ

の
ま
ち
づ
く
り
協
定
区
域
内
で
、

国
の
「
街
な
み
環
境
整
備
事
業
」

を
活
用
し
、
同
協
議
会
の
取
り

組
み
を
支
援
。
約
９
億
円
を
か
け
、

平
成
26
年
度
ま
で
の
10
年
計
画

で
街
並
み
の
保
全
と
生
活
基
盤

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
に
久
美
浜
公
会
堂
の
改
修

や
十
楽
橋
な
ど
の
欄
干
補
修
、

消
防
車
庫
の
新
築
を
終
え
た
。

地
域
住
民
や
観
光
客
の
憩
い
の

場
と
な
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
も

３
カ
所
を
整
備
。
周
辺
の
道
路
は
、

カ
ラ
ー
舗
装
す
る
な
ど
し
て
、

散
策
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

　
久
美
浜
一
区
で
は
、
区
民
が
自

主
的
に
参
加
し
、
地
域
全
体
で
取

り
組
む
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
客
の
誘

致
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
同
協
議
会
が
中
心
に
な
っ
て
、

豪
商
稲
葉
本
家
を
拠
点
に「
雛
祭
」

「
鯉
の
ぼ
り
・
武
者
人
形
祭
」「
七

夕
祭
」な
ど
を
季
節
折
々
に
開
催
。

各
家
庭
の
軒
先
や
玄
関
先
に
、

３
月
は
手
づ
く
り
の
竹
筒
雛
が

並
べ
ら
れ
、
５
月
に
は
小
さ
な

こ
い
の
ぼ
り
が
飾
ら
れ
る
。「
ふ

る
さ
と
写
真
展
」
や
歴
史
講
演

会
な
ど
年
間
を
通
じ
て
多
彩
な

催
し
も
行
わ
れ
る
。

　
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
、
本

願
寺
や
如
意
寺
、
神
谷
太
刀
宮
な

ど
周
辺
の
見
ど
こ
ろ
を
掲
載
し

た
散
策
マ
ッ
プ
「
新
・
八
景
め
ぐ

り
パ
ス
ポ
ー
ト
」
も
発
行
。
ま
ち

歩
き
し
な
が
ら
名
所
巡
り
を
楽

し
め
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
紹
介

し
て
い
る
。

　　
久
美
浜
一
区
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら

ま
も
な
く
10
年
を
迎
え
る
。
こ

れ
ま
で
の
地
道
な
活
動
が
評
価

さ
れ
、
今
年
１
月
に
は
「
城
下
町

に
由
来
す
る
風
情
あ
る
久
美
浜

の
街
な
み
」
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
協
定
区
域
と
そ
の
周
辺
地
域

が
「
京
都
府
景
観
資
産
」
に
登
録

さ
れ
た
。
本
市
内
で
は
４
例
目

と
な
る
登
録
で
、「
市
の
観
光
振

興
に
さ
ら
に
弾
み
が
つ
く
」
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
協
議
会
を
母
体
と
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
わ
く
わ
く
す
る

久
美
浜
を
つ
く
る
会
」（
友
松
祐

也
理
事
長
）
が
こ
の
ほ
ど
発
足
。

久
美
浜
湾
の
自
然
景
観
も
活
用
し

な
が
ら
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
区
域
で
は
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
、
歴
史
的
景
観
と
調
和

し
た
住
宅
や
店
舗
な
ど
の
趣
あ

る
景
観
形
成
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
「
ゆ
と
り

へ
の
挑
戦
！
　
笑
顔
で
き
ば
る
、

久
美
浜
一
区
」
を
目
指
し
て
、
地

域
住
民
の
挑
戦
が
続
く
。

むこうまち じゅう らく ひがしほんまち

はりま

みまさか

たじま

マグニチュード

まつくら

　「久美浜一区」は、向町、十楽、仲町、土居、東本町、西本町、新町、新橋、栄
町の9つの行政区で構成される。江戸時代には久美浜村、明治27年には町制
を施行し久美浜町となった地域であり、同町の中心市街地を形成している。
 この地では戦国時代、丹後国の領主となった細川氏の重臣、松井康之が松倉
城を築城して入城。城を中心とした城下町が整備されたと伝えられている。
　江戸時代には、幕府の直轄地として代官所が置かれ、丹後、但馬、丹波、播磨
（現在の兵庫県南西部）および美作（現在の岡山県北東部）の5国を管轄し、さ
らに明治時代には久美浜縣（県）の県
庁所在地となり、政治・経済の中心と
して発展した。
 大正14年の北但馬地震（M6.8）、
昭和2年の北丹後地震（M7.3）で大き
な被害を受けたが、当時の街並みを維
持した復興を遂げた。多くの城下町に
共通する短冊型の地割や防衛のため意
図的に屈曲して造られた街路、散在す
る寺社地などの歴史的な街並み景観が、
現在も引き継がれている。

ひ
な

こ
い

た
け
づ
つ
び
な

に
ょ

い

じ

か
み
た
に

た
ち
の
み
や

　「久美橋」周辺の景観
　仲町公民館から眺める「豪商稲葉本家」
　久美浜町の消防の歴史を伝えるポケットパーク「やぐら公園」
　語り部の案内でまち歩きを楽しむ散策ツアー（4月17日）
　「仲町ポケットパーク」からの景観
　松倉城跡（城山公園）から望む久美浜一区の街並み風景
　「十楽橋」周辺の景観
　市道仲町引土線をカラー舗装化（「豪商稲葉本家」裏通り）
　浜公園内に新築した消防車庫
　改修工事を終えた「久美浜公会堂」

けん

けんけんけん

ほんまちにしまちなか いど まちしん ばししん

まち

さかえ

「城下町」と「久美浜縣」、歴史的な街並みが残るまち「城下町」と「久美浜縣」、歴史的な街並みが残るまち「城下町」と「久美浜縣」、歴史的な街並みが残るまち

風
情
あ
る
街
並
み
が
消
え
て
い
く

歴史的な街並みと歴史的な街並みと1010年間のまちづくり年間のまちづくり歴史的な街並みと歴史的な街並みと1010年間のまちづくり年間のまちづくり歴史的な街並みと10年間のまちづくり
特 集

住
民
自
ら
修
景
基
準
を
策
定

住
民
参
加
の
取
り
組
み
が
活
発
化

10
年
間
の
地
道
な
活
動
が
評
価

観光・交流の拠点施設、「豪商稲葉本家」（久美浜町土居）。昨年は、延べ1万7,000人が訪れた

久美谷川西側の本町・新町・新橋（明治6年の絵図）
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委
員
ら
現
状
を
認
識
意
見
交
換

■域内の利用を増やす取り組み（市の施策）
「高齢者運転免許証返納支援事業」の継続
実施
KTR利用促進通勤定期券購入費補助金の
交付
「上限200円乗車券社会実験」を6月から
実施（対象：65歳以上）
市職員のKTR通勤利用のさらなる強化

■丹後地域産業活性化推進会議の取り組み
懸垂幕やのぼり旗の掲出
地域内企業へ出張利用の呼び掛け
通勤通学での利用を啓発
公民館行事、学校行事、各種団体の行事な
どへの積極的利用の呼び掛け
保育所・幼稚園での鉄道絵本の読み聞かせ
運動の展開
ラジオやチラシなどによる広報啓発

KTRの利用促進へ 事業、啓発活動を展開

KTRKTRは市民の大切な移動手段・地域経済の大動脈（写真：通学には市民の大切な移動手段・地域経済の大動脈（写真：通学にKTRKTRを利用する本市在住の高校生たち）を利用する本市在住の高校生たち）KTRは市民の大切な移動手段・地域経済の大動脈（写真：通学にKTRを利用する本市在住の高校生たち）

北部地域総合交通検討会の初会合の様子
（福知山市内で）

ご
意
見・お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
政
策
課（
　
６
９‐０
１
２
０
）ま
で

活
発
化
す
る
利
用
促
進
活
動

し
ょ
う
じ

　　
検
討
会
は
、
府
と
兵
庫
県
、
沿

線
７
市
町
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
代
表

や
有
識
者
15
人
で
構
成
。
座
長

に
は
、
神
戸
大
経
営
学
研
究
科
の

正
司
健
一
教
授
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
会
議
の
冒
頭
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
大

槻
茂
社
長
が
、「
観
光
客
な
ど
定

期
外
利
用
者
の
低
迷
が
著
し
く
、

平
成
21
年
度
は
、輸
送
人
員
が
ピ
ー

ク
時
（
平
成
５
年
度
）
の
３
０
３

万
人
か
ら
１
９
９
万
人
に
ま
で

減
少
し
、
運
賃
収
入
も
約
９
億

円
と
平
成
８
年
度
の
約
15
億
円

を
境
に
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
る
」

と
現
状
を
説
明
。
ま
た
「
経
常
赤

字
は
過
去
最
高
の
約
７
億
円
に

及
ん
で
い
る
」と
報
告
し
ま
し
た
。

　
中
山
市
長
は
「
鉄
道
は
公
共
交

通
で
あ
り
公
共
財
で
あ
る
。
ま
ち

や
産
業
の
維
持
、
発
展
の
た
め
に

も
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
」
と

強
く
主
張
。
さ
ら
に
「
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
の
一
環

と
し
て
、
新
た
に
公
共
鉄
道
支
援

も
要
請
す
べ
き
」
と
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、「
観

光
客
な
ど
定
期
外
利
用
を
増
や

す
こ
と
が
最
も
重
要
」「
住
民
の

意
識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　　
公
共
交
通
の
あ
り
方
が
検
討

さ
れ
る
中
で
、
本
市
で
は
Ｋ
Ｔ

Ｒ
の
利
用
促
進
活
動
が
活
発
化

し
て
い
ま
す
。

　
市
は
「
上
限
２
０
０
円
乗
車

券
社
会
実
験
」
を
６
月
か
ら
実

施
す
る
ほ
か
、
職
員
の
通
勤
利

用
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
。

ま
た
、
商
工
団
体
の
代
表
者
な

ど
で
構
成
す
る
「
丹
後
地
域
産

業
活
性
化
推
進
会
議
」で
は
、「
乗
っ

て
つ
な
ご
う
丹
後
の
未
来
へ
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
懸
垂
幕
や

の
ぼ
り
旗
で
利
用
促
進
を
啓
発
し
、

市
内
企
業
へ
出
張
利
用
を
呼
び

掛
け
る
な
ど
、
市
民
の
中
か
ら

も
「
地
域
の
足
」
を
確
保
す
る
た

め
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
京
丹
後
市
「
く
ら
し
」
と
「
し
ご
と
」
の
寄
り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー
が
４
月
20

日
、
社
会
福
祉
協
議
会
峰
山
支
所
内
に
併
設
。
同
日
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生活や就労の支援にあたるスタッフたち（市社会福祉協議会峰山支
所前）

ゆ あさ まこと

「
誰
一
人
と
し
て
置
き
去
り
に
し
な
い
ま
ち
づ
く
り
」

一人ひとりが元気で安心して暮らせる地域になる

寄
り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
記
念
講
演

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
と
は
」

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、「
仕
事
が
決

ま
ら
な
い
」「
生
活
が
苦
し
い
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
人
を
対
象
に
、ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
や
就
労
支
援
員
な
ど
の

経
験
者
た
ち
が
、パ
ー
ソ
ナ
ル
・

サ
ポ
ー
タ
ー
（
支
援
員
）
と
し

て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
社
会
福

祉
協
議
会
、
民
生
児
童
委
員
、

府
な
ど
と
連
携
し
問
題
解
決

を
目
指
し
ま
す
。

　
開
所
式
で
、中
山
市
長
は「
相

談
者
に
寄
り
添
い
、
課
題
を
と

も
に
考
え
て
い
く
姿
勢
、
ひ
い

て
は
自
立
の
力
の
支
え
と
な

る
こ
と
が
大
事
。
一
人
の
た
め

に
み
ん
な
で
考
え
て
い
く『
オ
ー

ル
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ン
』
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
の
京
都
労

働
局
（
小
池
國
光
局
長
）
か
ら

「
寄
り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
拠

点
に
積
極
的
に
就
労
・
生
活
支

援
対
策
を
推
進
し
、
き
め
細
か

な
職
業
相
談
・
職
業
紹
介
に
取

り
組
み
ま
す
」
と
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
京
都
府
（
山
田
啓
二
知

事
）
か
ら
「
人
に
寄
り
添
い
、
と

も
に
歩
み
な
が
ら
生
活
そ
の
も

の
を
支
援
し
て
い
く
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
の
支
援
が
、
京
丹
後
市
で
実
現

し
た
こ
と
は
喜
ば
し
く
、
全
国
的

な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
よ
う

に
期
待
し
ま
す
。
府
と
し
て
も
府

民
の
か
た
が
地
域
で
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
京
都
づ
く
り
の
実

現
に
、
京
丹
後
市
を
は
じ
め
関
係

機
関
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は
、

国
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

サ
ー
ビ
ス
の
モ
デ
ル
事
業
で
行

う
も
の
。
事
業
費
は
約
３
０
０
０

万
円
。

同
セ
ン
タ
ー
の
詳
細
は
、
市
政
ガ
イ
ド
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。（
10
ペ
ー
ジ
）

　
内
閣
府
参
与
の
湯
浅
誠
さ
ん
が
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
駆

け
つ
け
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

サ
ー
ビ
ス
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
し
た
。

　
湯
浅
さ
ん
は
、
生
活
保
護
の
担

当
者
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る

人
の
間
で
、「
支
援
を
受
け
て
い
る

間
は
寄
り
添
い
相
談
は
で
き
る
が
、

支
援
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
る
と
、
問

題
を
抱
え
て
い
る
人
に
寄
り
添
い

続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」と
指
摘
。

　
単
に
支
援
の
申
請
を
待
つ
の
で

は
な
く
、「
支
援
側
か
ら
積
極
的
に

手
を
伸
ば
し
て
、
相
談
者
が
声
を

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
だ
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人

が
自
ら
動
け
な
い
場
合
は
、
家
族

や
友
人
な
ど
が
い
れ
ば
支
援
サ
ー

ビ
ス
へ
つ
な
げ
ら
れ
る
が
、
つ
な

ぐ
人
が
身
の
ま
わ
り
に
い
な
い
場

合
は
自
分
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
。

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー

ビ
ス
は
、「
問
題
を
抱
え
て
い
る
人

に
寄
り
添
い
、
誰
も
が
誰
か
を
支

え
る
社
会
に
な
る
こ
と
で
、
地
域

を
包
み
込
む
力
が
高
ま
る
。
地
域

の
人
た
ち
が
、パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー

タ
ー
の
活
動
を
支
え
な
が
ら
協
力

で
き
れ
ば
、
一
人
ひ
と
り
が
元
気

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地

域
に
な
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
赤
字
経
営
が
続
く
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
の
経
営
改
善
策
を

中
心
と
し
た
公
共
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
探
る
「
北
部
地
域
総
合
公

共
交
通
検
討
会
」
の
初
会
合
が
４
月
28
日
、
福
知
山
市
内
で
開
か
れ
ま
し

た
。
同
検
討
会
で
は
、
お
お
む
ね
月
１
回
の
開
催
で
夏
ま
で
に
中
間
的
な

取
り
ま
と
め
を
行
い
、
一
定
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
足
」
確
保
へ

「
地
域
の
足
」
確
保
へ
検
討
開
始

検
討
開
始

「
地
域
の
足
」
確
保
へ
検
討
開
始

北
部
地
域
総
合
公
共
交
通
検
討
会
が
初
会
合

公共交通公共交通福祉

生
活
や
就
労
を
支
援
し
ま
す

「
く
ら
し
」
と
「
し
ご
と
」
の
寄
り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

湯浅　誠さん　1969年生まれ
95年東京大学卒業。01年ホームレス
を支援する「自立生活サポートセンタ」
設立。08年「年越し派遣村」開設。09
年内閣府参与・緊急雇用対策本部貧困・
困窮者支援チーム事務局長。11年内閣
官房震災ボランティア連携室長
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　【
峰
山
町
】
…
３

　
　
　
　
▼
峰
山
、
五
箇
、
新
設

　
　
　【
大
宮
町
】
…
２

　
　
　
　
▼
大
宮
南
、（
仮
）
大
宮
北

　
　
　【
網
野
町
】
…
５

　
　
　
　
▼
網
野
、
網
野
み
な
み
、
浅
茂
川
、

　
　
　
　
　
島
津
、
た
ち
ば
な

　
　
　【
弥
栄
町
】
…
１

　
　
　
　
▼
新
設

　
　
　【
久
美
浜
町
】
…
３

　
　
　
　
▼
久
美
浜
、
こ
う
り
ゅ
う
、
新
設

　

再
編
後
の
保
育
所
数

　
丹
後
機
械
工
業
協
同
組
合
（
峰
山
町
長
岡
）
と
丹
後
織
物
工
業
組
合

（
大
宮
町
河
辺
）
は
、
丹
後
地
域
の
機
械
金
属
業
と
織
物
業
の
事
業
所

を
動
画
W
E
B
サ
イ
ト
で
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
〝
丹
後
も
の
づ

く
り
〞
を
情
報
発
信
す
る
「
丹
後
も
の
づ
く
り
企
業
ナ
ビ
」
を
3
月
30

日
に
開
設
し
ま
し
た
。静止画による企業紹介に加え、事業内容を紹介する動画も配信している「丹

後ものづくり企業ナビ」（トップページの一部）
精密測定機器の説明を受ける来場者

 

　　
同
サ
イ
ト
で
は
、
機
械
金
属
業
と
織
物

業
に
関
連
し
た
事
業
所
98
社
を
掲
載
。
機

械
金
属
関
係
で
は
72
社
の
う
ち
29
社
が
、

織
物
関
係
26
社
の
う
ち
３
社
が
動
画
配
信

し
て
い
ま
す
。
動
画
で
は
、
も
の
づ
く
り

の
現
場
や
技
術
、
社
長
の
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
１
社
当
た
り
３
分
程
度
で
紹
介
。
動
画

投
稿
・
閲
覧
サ
イ
ト
の
「
Y
o
u
　
T
u-

b
e
」
を
通
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　　
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、丹
後
に
集
積
す
る

〝
高
度
な
技
術
レ
ベ
ル
を
誇
る「
機
械
金

属
産
業
」〞
や
〝
伝
統
と
革
新
で
新
分
野
へ

挑
戦
す
る「
織
物
産
業
」〞
を
紹
介
し
て
お
り
、

各
分
野
で
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
、高

い
水
準
に
あ
る
事
業
所
も
数
多
く
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　
織
物
産
業
と
機
械
金
属
産
業
に
携
わ
る

各
事
業
所
の
技
術
や
製
品
の
Ｐ
Ｒ
や
新
た

な
販
路
の
開
拓
を
目
的
に
、
両
組
合
が
共

同
で
開
設
し
た
も
の
で
、
同
サ
イ
ト
の
総

事
業
費
は
４
７
７
万
円
（
市
補
助
金
４
４

０
万
円
）
で
す
。

　

　
丹
後
・
知
恵
の
も
の
づ
く
り
パ
ー
ク
（
峰

山
町
）
で
４
月
18
日
か
ら
22
日
ま
で
の
５

日
間
、
パ
ー
ク
内
の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、

織
物
業
関
係
者
を
中
心
に
延
べ
１
４
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
織
物
・
機
械
金
属
振
興
セ
ン
タ

ー
と
　
京
都
産
業
21
北
部
支
援
セ
ン
タ
ー

が
主
催
。
こ
の
施
設
は
、
府
北
部
の
も
の

づ
く
り
人
材
の
育
成
や
新
た
な
産
業
お
こ

し
と
中
小
企
業
の
支
援
を
行
う
た
め
の
施

設
と
し
て
、
平
成
20
年
に
府
や
市
な
ど
で

整
備
し
た
も
の
で
す
。

　
一
般
公
開
で
は
、
機
業
グ
ル
ー
プ
と
デ

ザ
イ
ナ
ー
や
流
通
業
者
と
の
共
同
で
、
企

画
か
ら
商
品
開
発
ま
で
を
行
う
「
丹
後
織

物
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
」
で
製
作
し
た
和

装
商
品
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
製
品
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
施
設
内
の
研
究
設
備
を
職
員
が
丁

寧
に
説
明
し
な
が
ら
案
内
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
市
内
の
機
械
金
属
企
業

9
社
で
構
成
す
る
「
丹
後
試
作
隊
」
が
、

京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
学
生
が
考
案
し
　

た
手
作
り
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
カ
ー

「
S
p
i
n
A
」
の
試
作
品
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
若
者
の
斬
新
な
発
想
を
地
域

産
業
の
振
興
に
生
か
そ
う
と
、
平
成
19
年

度
か
ら
「
起
業
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
」
を
実
施
し
て
お
り
、
入
賞
し
た
ア
イ

デ
ア
に
つ
い
て
は
商
品
化
な
ど
を
目
指
し
、

定
期
的
に
ア
イ
デ
ア
の
利
用
事
業
者
を
公

募
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　「
S
p
i
n
A
」
は
、
平
成
21
年
度
の

同
コ
ン
ペ
で
特
賞
を
受
賞
し
た
ア
イ
デ
ア

で
あ
り
、
丹
後
試
作
隊
が
設
計
か
ら
組

み
立
て
ま
で
、
約
１
年
か
け
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
学
生
か
ら
提
案
さ
れ
た

ち
り
め
ん
製
エ
コ
バ
ッ
ク「
C
r
e
p
e
c
o
」

や
、
ご
当
地
グ
ル
メ
「
黒
丹
バ
ー
ガ
ー
」
が

商
品
化
さ
れ
、実
際
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
京
丹
後
市
保
育
所
再
編
計
画
案
が
、
３

月
定
例
市
議
会
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
５
年
間
で

27
の
保
育
所
を
16
に
再
編
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
同
再
編
計
画
に
基
づ
き
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　　
　

　
水
道
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目

的
と
し
て
４
月
１
日
、「
京
丹
後
市
上
下

水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
」
を
網
野
庁
舎
内

に
開
設
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
水
道
の
開
閉
栓
の

受
け
付
け
や
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
、
上
下

水
道
料
金
な
ど
の
請
求
と
収
納
業
務
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
業
務
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減
に

よ
る
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
上
下

水
道
料
金
な
ど
の
徴
収
業
務
を
京
丹
後
市

総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
に
委
託
し
ま
し

た
。

 

水
道
の
開
閉
栓
の
申
請
や
上
下
水
道
料

金
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

同
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

 

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

市
上
下
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

（
　
６
９-

０
５
４
０
）

SpinA…容器に取り付けられた筒
を上下させると、中のドレッシン
グが混ざるステンレス製の容器

ピ

ス

ナ

ク

レ

ペ

コ

スピナ

機
械
金
属
業
・
織
物
業
98
社
を
掲
載

技
術
力
で
新
た
な
販
路
拡
大
を
目
指
す

ユ
ー

チ
ュ
ー

ブ

も
の
づ
く
り
パ
ー
ク
一
般
公
開

和
装
商
品
を
紹
介

産業

「
名
誉
院
長
」
の
称
号
を
授
与

地
域
医
療
の
発
展
に
尽
力

医療

５
年
間
で
27
か
ら
16
に

保
育
所
再
編
計
画
が
可
決

保育

丹
後
試
作
隊
が
ア
イ
デ
ア
を
形
に

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
試
作
品
完
成

商工

「
丹
後
も
の
づ
く
り
企
業
ナ
ビ
」
オ
ー
プ
ン

産業

人権擁護委員

大垣初子さんを委嘱

　４月１日付けで、大垣初子さん（久美浜
町市場）が法務大臣から人権擁護委員に再
委嘱されました。任期は３年間です。
　人権擁護委員は、毎週木曜日の人権相談
や法律・人権・合同相談、「人権の花運動」
などの活動を行っています。

　
市
は
４
月
１
日
付
け
で
、
奥
田
聖
介
前

久
美
浜
病
院
長
（
今
年
3
月
末
退
官
）
に
、

「
名
誉
院
長
」
の
称
号
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
奥
田
名
誉
院
長
は
、
昭
和
57
年
に
久
美

浜
病
院
長
に
就
任
。
以
来
29
年
間
に
わ
た
り
、

地
域
医
療
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
予
防
か
ら
治
療
、
介
護
・
ケ
ア
ま
で
を
包

括
的
に
行
う
地
域
医
療
を
実
践
し
、
地
域

住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。

大垣 初子 さん
おおがき はつ  こ

市
上
下
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー
を
開
設

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

水道

奥田 聖介 久美浜病院
おく  だ せいすけ

〈
丹
後
も
の
づ
く
り
企
業
ナ
ビ
〉

 http://tantec.jp/

人権

技
術
と
知
恵
の
も
の
づ
く
り
を
世
界
へ
発
信

行政相談委員

後藤久和さんと中村賢一さんを委嘱

＜相談の範囲＞
　国の行政機関や独立行政法人、特殊法人などの仕事や市役所
　の仕事のうち法定受託事務に該当する国の行政全般

　４月１日付けで、後藤久和さん（久美浜町大向）と中村賢一
さん（峰山町菅）が、総務大臣から行政相談委員に委嘱されま
した。任期は2年間です。
　行政相談委員は、毎月1回「行政相談」を市民局などで行
うほか、自宅など住民の身近なところで、気軽に相談に応じ
ています。

中村 賢一 さん後藤 久和 さん
ご  とう ひさかず なかむら けんいち

相談

6月1日は「人権擁護委員の日」
　昭和57年度から、毎年6月1日を「人権擁護
委員の日」と定め、この日を中心に、特設会相
談所を開設。人権啓発活動も行います。

※人権相談および行政相談の相談日は、きょうたんごおしらせ版に掲載しています。

名誉院長

人KENあゆみちゃん 人KENまもるくん
人権イメージキャラクター 人権イメージキャラクター
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ガイド

京丹後市役所
（峰山庁舎）

市営駐車場

小西川

至　弥栄町・丹後町

至
　
網
野

至
　
大
宮
町

至　久美浜町

○丹後中央病院
　京都北都信用金庫
○峰山支店

　京都銀行
　峰山支店○

一方通行

→→

駐車スペース

京丹後市
『くらし』と『しごと』の
寄り添い支援センター

峰山総合福祉センター

　北丹後地震は京丹後市網野町郷を震源とし、京丹後市を南北に縦断する全
長約18キロメートルの活断層・郷村断層帯が引き起こした地震です。死者が
約3,000人、全壊家屋は10,000棟を超える大惨事であったと伝えられています。
　本書では、震災直後の様子から救護や復興のプロセスまでを詳細に記録し、
丹後が多くのかたの支援によって復興したことを伝えています。今後の防災
計画、救急・援助対策などの貴重な資料として活用が期待されています。

「京丹後市白書」（平成22年度版）を刊行
市の取り組みを分かりやすく体系的にお伝えします

「近世・近代における郷土の先覚者」を刊行
丹後で活躍した名士たちを紹介

　本書では、丹後地区2市2町（宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町）の出身
者や縁のある人で、地域や産業の振興に尽力した人、学問や芸術の分野で活
躍した人、社会福祉や教育において功績を刻んだ人、歴史的な出来事に中心
的な役割を果たした人などを紹介しています。先人たちの軌跡をまとめ、子
どもたちの教育や地域づくりに生かしていく目的で、旧丹後広域市町村圏事
務組合が刊行したものです。
　販売は行っていませんが、２市２町の図書館（図書室）で閲覧できます。

〈お問い合わせ〉
文化財保護課　　69-0640

判　型 … A5（376ページ）
価　格 … 1,600円
販売所 … 文化財保護課（大宮庁舎内）、各市民局、
　            各地域公民館、丹後古代の里資料館（丹後町）

判　型 … A4（60ページ）
価　格 … 非売品　
閲　覧（京丹後市内）… あみの図書館、峰山図書館、 大宮図書室、
　　　　　　　　　　　丹後図書室、弥栄図書室、久美浜図書室

　平成21年度を中心に、本市が取り組んださまざまなまちづくりや事業の成
果を決算ベースで掲載した「京丹後市白書 平成22年度版」を刊行しました。
第1次京丹後市総合計画の項目ごとに体系的にまとめ、写真やグラフを多用
して紹介しています。

《特徴》
・平成21年度事業のうち、特に力を入れて取り組んだ内容などをTOPICS（ト
  ピックス）で紹介
・事業内容には、写真や数値を多用
・本市に訪れた団体の視察状況や本市が行った講演実績を紹介
・事業項目が検索しやすいように索引を追加

日本初の私鉄「南海鉄道」で
社長を務め、保険会社など多くの会社の設立に尽
力した松本重太郎。「関東の渋沢、関西の松本」と称
された明治財界の巨頭も、京丹後市の生まれです。

判　型 … A4（180ページ）
価　格 … 900円（税込み）
販売所 … 各市民局窓口、市内の書店

きょとう

〈お問い合わせ〉
文化財保護課　　69-0640

ホームページから閲覧できます
http://www.city.kyotango.lg.jp

〈お問い合わせ〉
秘書広報広聴課　　69-0110

ホームページから閲覧できます
http://www.city.kyotango.lg.jp

京丹後市が、内閣府の事業指定を受けて、新規に設置したパ
ーソナル・サポートセンターです。

まず、相談からスタートします。お電話をいただければ、訪
問などにより、相談させていただきます。相談のなかで、そ
れぞれの課題や問題を整理し自立を目指して、さまざまな
制度の活用や関係機関への働きかけを一緒に行うなど問題
解決につなぐお手伝いをします。

相談は無料です。プライバシーや秘密は厳守します。お気軽にご
相談ください。

所在地　〒627-0012

京丹後市峰山町杉谷691

（社会福祉協議会峰山支所に併設）

※相談は、お気軽に電話してください。
　必要に応じて訪問させていただきます。

相談無料
お電話での

ご相談OK

あなたの問題の解決の方法を一緒に考え、
あなたに必要な制度やサービスを一緒に探すなど、
問題解決のお手伝いをさせていただきます。

私たちにごご相談ください

Q：「くらし」と「しごと」の寄り添い支援セ
ンターってどんなとこ？

Q：どんなことをしてくれるの？

Q：誰が相談にのってくれるの？

Q：相談費用はかかりますか？

一人で悩んでいませんか一人で悩んでいませんか

しごとしごと

一人で悩んでいませんか

しごとくらし

　　0772-62-0032　FAX 0772-62-5020
フリーダイヤル　　　0120-125-294
（時間外は、生活福祉課へ転送されます）
メールアドレス　yorisoishien@mint.ocn.ne.jp

4月20日開設

寄り添い支援センターには、「パーソナル・サポーター」と
いう相談員を配置しています。
「くらし」の相談、「しごと」の相談に対して、じっくりとお
話を聞かせていただき、一緒に解決法をさぐる相談員です。

「生活が苦しい」

「家賃やローンが支払えない」

失業したが、どうしたらよいかわからない」

仕事が決まらない

などなど

そんなときは

相談日：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時　

お問い合わせ先：

史資料から分かる丹後震災救護の実態

京丹後市史資料編『丹後震災救護史料集』を刊行

京丹後市京丹後市
「くらし」と「しごと」の「くらし」と「しごと」の
寄り添い支援センター寄り添い支援センター

京丹後市
「くらし」と「しごと」の

誰一人として置き去りにしないまち、オール・フォー・ワンのまちづくりへ

寄り添い支援センター

ど
う
し
よ
う

こ
ま
っ
た
な
…



総合公園

京都府
丹後文化会館

府道峰山丹後線

京丹後市役所 峰
山
駅

K
T
R
宮
津
線

国
道
４
８
２
号
線

P
P

シンポに関するお問い合わせ先：
北近畿タンゴ鉄道利用促進協議会
（宮津市役所内・　0772-45-1601）

　みんなで一緒に「地域の鉄道」について考えていく
ため、「KTRシンポジウム」を開催します。
　KTRを持続可能な乗り物として次の世代へ引き継
いでいくためには、私たち沿線住民が「自分たちの鉄

道」という意識を持ち、積極的に利用することが最も
大切。「私たちに何ができるのか」を住民、行政、
KTRが一緒になって考える場にしたいと思います。
多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

～乗ってつなごう未来の子どもたちへ～
『みんなでKTRを考える住民参加シンポジウム』

5月22日(日)14：00～16：30
京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
※ぜひ、 KTRのご利用をお願いします。KTR峰山駅から徒歩10分。
○基調講演：KTR大槻社長による  「KTRの現状報告」
○利用者と地域住民の声の紹介
○沿線住民代表などによるパネルディスカッション　ほか

KTRシンポジウムに参加しよう！KTRシンポジウムに参加しよう！

日　時
場　所

内　容

（
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
）

6

6

   　  高校生には通学の足として欠かせない鉄道      網野町木津地内を走るKTR　　観光客で
にぎわう木津温泉駅　　KTRを利用してイベントに参加する網野町歩こう会の皆さん（2月18
日）　　プラットホームを清掃をする地元ボランティアの皆さん（丹後大宮駅で）

　
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道（
K
T
R
）

は
、学
生
や
高
齢
者
の
交
通
の
手

段
と
し
て
欠
か
せ
な
い
。

　
ま
た
、都
市
と
丹
後
を
結
ぶ
動

脈
と
し
て
、地
域
の
暮
ら
し
と
経

済
を
支
え
て
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
Ｋ
Ｔ
Ｒ
は
、み
ん

な
の
大
切
な
ま
ち
づ
く
り
の
基

盤
と
し
て
、住
み
良
い
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
に
必
要
だ
。

　
こ
の
4
月
か
ら
、沿
線
の
自
治

体
や
関
係
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、

北
部
地
域
の
公
共
交
通
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

　

21
年
間
、地
域
を
見
つ
め
、

暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
続
け
て
き
た
K
T
R
。

こ
れ
か
ら
も
K
T
R
は
、

ま
ち
の
継
続
と
発
展
の
た
め
に
走
り
続
け
る
。

191913 2011.05

入場無料

参加自由
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吉津で行われた紙芝居に聞き入る参加者たち

有志募り実現。チャリティーライブ

①フォトカレン
ダーを受け取っ
た皆さん。
②着物レンタル
サービスの受け
付けの様子

　「吉津の穴地蔵の祭り」が４月17日、弥
栄町の吉津で行われ、地元住民や市外か
ら約50人が集まり、紙芝居などを楽しみ
ました。
　吉津の穴地蔵は、病気などで苦しむ住
民を救ったとされ、「穴地蔵の祭り」など
により地元住民からまつられていました
が、昭和42年に住民が離村したことで、
祭りは途絶えてしまいました。
　地元の郷土史家・芦田行雄さん（弥栄
町和田野）が、平成2年に穴地蔵の物語を
絵本にして出版。同年、吉津出身の吉岡
泰治さん（弥栄町溝谷）らが23年ぶりに
穴地蔵の祭りを復活させました。
　今年は、芦田さんが紙芝居用として丹
後弁に書き直した「新・穴地蔵の紙芝居」
を上演。参加者は、語り手小山るみさん（網
野町島津）の流ちょうな丹後弁と、琴演
奏者糸井たまきさん（網野町島津）の琴
の音色に、聞き入っていました。

　穏やかな陽気となった4月14日、丹後町碇にある畜
産センター碇高原牧場でヒツジやヤギたちと触れ合
うことができる「ふれあい広場」がオープンしました。
　この日は、牧場職員と宇川保育所の園児ら18人によっ
て、冬の間畜舎で過ごしていたヒツジやヤギの親子な
ど20頭が広場まで引っ越ししました。
　「ふれあい広場で」放牧しているのは、ヒツジ、ヤギ、
ミニチュアホース。引っ越し後、園児たちは公園でヒ
ツジと走り回わったり、子ヤギを抱いたりして楽しみ
ました。
　年長組の松田天晴くんは「思っていたより重たいけ
ど、かわいい」と精いっぱいに子ヤギを抱きかかえな
がら話してくれました。

　今年で61回目を迎えた「京丹後ちりめ
ん祭」（同実行委員会主催）が4月16、17
の両日、アミティ丹後（網野町）周辺で開
かれ、きもの大パレードや着物ファッショ
ンショーなどの催しでにぎわいました。
　メーンの17日には、着物に親しんでも
らおうと、網野町呉服商業振興会が着物
の無料レンタルと着付けサービスを実施。
3歳の子どもから大人まで53人が自分好
みの着物を選び、地元ボランティアスタッ
フによる着付けで着物姿に変身。会場内
のイベントを和服で楽しみました。
　また、「丹後きものNET」（府と2市2町
の商工団体、織物団体、自治体などで構成）
が、その場で着物姿を写し、フォトカレン
ダーにするサービスを実施。女性グルー
プなど100人がモデルに挑戦していました。
　網野町から訪れた女性は「フォトサー
ビスは毎年一番の楽しみ。いい思い出に
なります」と話してくれました。

クロマツを植えるボランティアの皆さん

軽
快
な
サ
ウ
ン
ド
で
観
客
を
沸

せ
た
ザ
丹
後
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ー
ズ

　市内の保育所ではこの時期に、今年度初めての避難
訓練が行われました。峰山町の丹波保育所では、4月27
日に行われ、園児23人は保育所長の話を真剣に聞いて
いました。
　多賀野所長は、非常時での園内のルール「お＝おさ
ない」「は＝はしらない」「し＝しゃべらない」について
説明。また、東日本大震災の話題に触れ、命の大切さな
どについても話していました。園児たちは、目を輝か
せながら真剣に聞いていました。

　久美浜町箱石海岸で３月26、27の両日、
地元住民やボランティアら約100人が参加
して1,400本のクロマツの苗を植えました。
　箱石地域では、松食い虫などの被害で防潮・
防風機能を持つ松林が消失。ビニールハウ
スが風で飛ばされるなどの農業被害が深刻
化していました。
　そこで、防潮、防風機能を回復させ、白砂
青松の美しい景観を取り戻そうと、久美浜
町箱石区共援組織（同区や小天橋観光協会
などで構成）がボランティアを募り植栽を
実施したものです。
　26日は、大阪工業大学の学生や地元出身
で綾部市在住のかたも参加。肥料や竹炭を
敷き１本1本丁寧に植えていきました。
　同共援組織の家城和行代表は、「地元だけ
ではできないが、多くのボランティアの協
力で実施できた。松の成長には30年かかるが、
今後も植栽を続けていきたい」と話しました。

　入場料1,000円が義援金として、日本赤十字社を通じ
て被災地へ送られる「東日本大震災被災地支援チャリ
ティーライブVOL.1」（市観光協会、同協会大宮支部主
催）が4月24日、セントラーレ・ホテル京丹後（大宮町）
で催されました。約100人が軽快なギターのサウンド
などを楽しみ、10万6千円の義援金が集まりました。
　宮津以北のメンバーで活動を行っている「ザ丹後ヴェ
ンチャーズ」の細見眞事さんを中心にイベントを企画。
ポップシンガーの古畑いづみさんや峰山高弥栄分校軽
音楽部「RED RABBIT」も駆けつけ、ライブを盛り上
げました。
　細見さんは「今回は第１弾。第2、３弾と活動してい
きたい。ライブを通じて震災支援に対する意識の高揚
につなげたい」と話していました。

やす じ

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
…
入
場
時
間
‥
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

入
場
無
料
。
　
　
　
０
７
７
２
　
７
６
　
１
１
２
１

広
場
で
ヒ
ツ
ジ
を
追
い
掛
け
る
園
児
た
ち

‐

‐

4月24日

4月27日

①

②

京
丹
後
ち
り
め
ん
祭
　
フ
ォ
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
で
思
い
出
作
り

着
物
無
料
レ
ン
タ
ル
に
53
人

保
育
所
長
の
説
明
を
真
剣
に
聞
く
園
児
た
ち

10万6千円の義援金集まる

園児18人、ヒツジやヤギに歓声

ふれあい広場がオープン

白
砂
青
松
の
景
観
取
り
戻
そ
う

3月26日

4月17日

１
０
０
人
が
ク
ロ
マ
ツ
１
４
０
０
苗
を
植
栽

非常時は「お・は・し」を守る
丹波保育所で23人の園児が避難訓練

丹
後
弁
の
語
り
手
と
琴
の
演
奏

「
吉
津
の
穴
地
蔵
」の
紙
芝
居
に
50
人
が
聞
き
入
る

4月17日

4月14日

はこいし

よし  づ

レッド ラビット

しん  じ

いかり
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食
の
絆
で
結
ば
れ
た

食
の
絆
で
結
ば
れ
た
丹
後
の
魅
力
。

丹
後
の
魅
力
。

　
　
　
京

　
　
　
京
都
「
丹

都
「
丹
後
・
食
の
王

後
・
食
の
王
国
」
構

国
」
構
想

食
の
絆
で
結
ば
れ
た

食
の
絆
で
結
ば
れ
た
丹
後
の
魅
力
。

丹
後
の
魅
力
。

　
　
　
京

　
　
　
京
都
「
丹

都
「
丹
後
・
食
の
王

後
・
食
の
王
国
」
構

国
」
構
想

みむつ まさやす

そうもときた ま

母：睦美さん　父：正康さん
（網野町網野）

北元 颯馬ちゃん（男の子）
4月生まれ・3,046グラム

あかね さとし

こうだわ めい

母：茜さん　父：聡さん
（久美浜町浦明）

和田 孔明ちゃん（男の子）
3月生まれ・3,052グラム

え おち くに

たくとうない み

母：千絵さん　父：國雄さん
（岡山県真庭市／実家：網野町浜詰）

内藤 拓海ちゃん（男の子）
3月生まれ・3,092グラム

このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生
の瞬間を喜ぶご家族の姿を紹介します。詳し
くは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで
《お問い合わせ》　　69－0110

生まれてきてくれてありがとう

お兄ちゃんと仲よく、
元気にのびのび育ってね！

家や自転車のカギかけなどの身近な防犯対策
について、再度確認してくださいね。毎月15日は「京丹後市・防犯の日」

172日

　
京
都
府
で
は
、
丹
後
地
域
の
持
っ
て
い
る
「
食
」
の
魅
力
を
生
か
す
、
京
都

「
丹
後
・
食
の
王
国
」
構
想
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。「
食
と
い
え
ば
丹
後
、
丹
後

と
い
え
ば
食
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
地
域
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

京都府丹後広域振興局農林商工部企画調整室（　 62-4315）〈お問い合わせ先〉

172日
（5月10日現在）

　　　
京
都
府
で
は
、
23
年
度
予
算
に
３

６
０
０
万
円
を
計
上
し
、「
丹
後
・
食

の
王
国
」構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
ま
す
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

丹
後
の
良
質
で
豊
か
な「
食
」の
魅
力

を
テ
ー
マ
に
丹
後
地
域
一
帯
に「
食
」

関
連
の
産
業
が
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
で
す
。そ
し
て
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
核
を
担
う
の
が
〝
丹

後
あ
じ
わ
い
の
郷
〞
で
す
。

　
現
在
、月
例
祭
を
は
じ
め
と
し
て

納
涼
祭
や
食
の
祭
典
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。今

後
は
、「
食
の
王
国
」の
中
核
施
設
と

し
て
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、ま
た
、

定
期
市（
マ
ル
シ
ェ
）に
よ
り
地
元
食

材
の
販
売
を
推
進
す
る
な
ど
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
と
し
て
魅
力
的
な

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　　
食
の
王
国
を
つ
く
る
た
め
に
、丹

後
地
域
の
産
品
の
魅
力
増
強
と
と
も

に
、食
の
お
土
産
品
や
新
商
品
の
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、京
都
市

内
の
ホ
テ
ル
で
丹
後
の
食
材
に
よ
る

料
理
フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
り
、首
都

圏
で
も
商
談
会
を
計
画
し
た
り
し
て

い
き
ま
す
。

　　
一
方
で
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

多
く
の
か
た
が
た
の
知
恵
と
工
夫
を

集
め
、地
域
を
あ
げ
て
協
働
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、

参
加
者
を
増
や
し
、互
い
の
絆
を
強

め
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、こ
れ
ら
の
事
業
活
動
は
、こ

の
秋
開
催
の
第
26
回
国
民
文
化
祭
・

京
都
２
０
１
１
の
盛
り
上
が
り
に
も

つ
な
が
る
よ
う
に
、国
民
文
化
祭
の

活
動
と
可
能
な
限
り
連
携
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

「
丹
後
・
食
の
王
国
」づ
く
り
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

京都府の
ひろば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

京都府の
ひろば
Since 2008.09

開催まであと

国民文化祭・京都2011

マスコットキャラクター
PR隊長 「まゆまろ」

参
加
者
相
互
の
絆
を
強
め
て

首
都
圏
で
も
商
談
会
を
計
画

丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
を
核
に

「丹後・食の王国」の一角を担うズ
ワイガニ

来場者でにぎわう軽トラ市（丹後あじわいの郷）

「コッペちゃん」や「まゆまろ」
がイベントを盛り上げます（丹後
あじわいの郷）
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ご
意
見
箱
か
ら

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

優秀賞

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

趣
の
あ
る
ま
ち
〝
京
丹
後
〞
が
好
き

福井　琢夫さん（73歳）
ふく い たく お

東京都江戸川区在住
網野町木津出身
京丹後ふるさと応援大使

ふるさと
おうえんだんわ

応援団応援団応援団応援団応援団
ふるさとふるさとふるさとふるさとふるさと

 
私
は
、網
野
町
木
津
の
老
舗
旅
館「
金
平

楼
」の
次
男
と
し
て
育
ち
、東
京
生
活
は
50

数
年
に
な
り
ま
す
。5
年
ご
と
に
墓
参
り

に
帰
省
し
て
い
ま
す
。

 
ま
す
ま
す
迅
速
化
し
て
い
る
時
代
の
流

れ
を
み
て
も
、子

ど
も
の
こ
ろ
遊

ん
だ
田
ん
ぼ
は
、

整
地
さ
れ
て
、住
宅
や
商
店
、会
社
が
建
っ

た
り
海
岸
に
沿
っ
て
大
き
な
ホ
テ
ル
や
旅

館
が
並
ん
で
い
た
り
、桃
山
の
真
ん
中
に

新
し
い
道
路
が
完
成
し
た
り
す
る
な
ど
、

そ
れ
は
目
を
見
張
る
発
展
や
変
化
が
見
ら

れ
ま
す
。…
が
、や
や
も
す
れ
ば
昔
の
よ
う

な
趣
や
情
緒
が

失
わ
れ
つ
つ
あ

る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

 
こ
の
た
び
の
、

東
日
本
大
震
災

に
関
し
て
、
故

郷
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
た
。

　
丹
後
地
方
は

1
9
2
7
年
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
3
、

死
者
行
方
不
明
者
2
9
2
5
人
の
北
丹

後
地
震（
丹
後
震
災
）が
発
生
し
て
い
ま

す
。も
し
、今
回
の
よ
う
な
大
津
波
が
、

浜
詰
や
箱
石
海
岸
を
襲
っ
た
と
し
た
ら

お
そ
ら
く
、浜
詰
・
箱
石
・
木
津
地
域
は
、

東
北
地
方
同
様
に
壊
滅
状
態
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。網
野
・
浅
茂
川
地
区
も

同
様
で
す
。

 
私
が
木
津
に
い
た
時
代
は
、猛
烈
な
雨

台
風
で
木
津
川
が
氾
濫
。一
部
土
手
が
決

壊
し
、温
泉
地
区
の
全
戸
が
床
上
浸
水
し

ま
し
た
。そ
の
後
、

こ
の
程
度
の
被

害
で
す
ん
だ
の
は
、

水
が
田
ん
ぼ
に
流
れ
た
か
ら
だ
と
聞
き

ま
し
た
。

 
ま
ち
の
発
展
の
た
め
、企
業
誘
致
や
人

口
増
加
の
た
め
な
ど
、難
し
い
問
題
は
あ

り
ま
す
が
、将
来
的
に「
こ
の
町
」は
、「
あ

の
地
区
」は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、ど

う
し
た
ら
市
民
が
、安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
な
る
の
か
を
よ
く
考
え
て

計
画
し
、開
発
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

 
京
丹
後
は
、周
囲
を
山
と
海
に
囲
ま
れ
、

四
季
折
々
に
趣
が
あ
り
、美
し
い
生
き
た

自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ま
ち
で
す
。自
慢

で
き
る
ま
ち
。誇
れ
る
ま
ち
で
す
。私
は
、

こ
の
ま
ち
が
大
好
き
で
す
。

 
京
丹
後
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
応

援
し
ま
す
。

東
北
関
東
大
震
災
の
支
援

ご
苦
労
さ
ま
で
す

み
ん
な
の

声

京都府スポーツ賞表彰

　京都府の体育、スポーツの普及振興および技術
力の向上を図るため、スポーツに関し優秀な成績
を収めた個人や団体、またはスポーツの健全な普
及および発展に貢献された個人や団体に贈られ
る賞を、市内から11人のかたが受賞しました。
※未来くん賞を受賞した村野武広君は、先月号で紹介。

ゆ   ら

由良  琉二 君
（吉野小3年）

りゅう みず の

水野  真斗 君
（網野高1年）

まさ  と

しょう

正田  絢子 さん
（社会人：網野高教諭）

あやかんがわ

寒川    進 さん
（社会人：網野高出身）

すすむ

い  とう

伊藤  和真 君
（網野高2年）

かず  ま ほりうち

堀内  優 さん
（日本大3年：網野高出身）

ゆう

ほん  だ

本田  大智 君
（加悦谷高1年）

だい  ち おく  の

奥野  孝司 さん
（社会人：長岡小教頭）

たか  し

き
ん
ぺ
い

し

優秀賞

マスターズ賞

特別かがやき賞

未来くん賞 未来くん賞

未来くん賞

陸上競技

たかたに

高谷  大地 君
（網野高2年）

だい  ち

レスリング
つな

綱   あづさ さん
（社会人：久美浜高出身）

カヌーレスリングレスリング

レスリング

陸上競技

レスリングレスリング

ウエイトリフティング

だ こ

じ

W受賞

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
、救
助
や
救
援
活

動
に
従
事
さ
れ
た
隊
員
の
皆
さ
ん
の
活
動
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。緊
急
消
防
救
助
隊
京
都
府

隊
と
し
て
参
加
さ
れ
、南
三
陸
町
で
の
活
動
ご

苦
労
さ
ま
で
す
。

　
　
　
　【
長
野
県
松
本
市
・
年
齢
不
明
・
男
性
】

▼
「
職
員
人
事
異
動
」
で
退
職
者
が
多
く
て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。新
規
採
用
の
若
者
を
交

え
て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
心
機
一
転
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
弥
栄
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
く
み
は
ま
S
A
N
K
A
I
K
A
N
が
道
の
駅

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
ね
。い
つ
も
イ
ベ
ン
ト

を
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、さ
ら
に
お
客
が
増
え
て
ま
ち

が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
丹
後
町
・
20
代
・
女
性
】

▼
4
月
号
の
広
報
紙
の
表
紙
、若
い
っ
て
素
晴

ら
し
い
で
す
ね
。成
人
式
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
若
い
力
、

大
切
に
育
て
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ま
た
、「
み
ん
な
の
広
場
」で
た
く
さ
ん
の

「
声
」が
寄
せ
ら
れ
て
、い
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。読
ん
で
い
て
同
感
だ
な
あ
と
納
得
し

て
い
ま
す
。　
　
　【
網
野
町
・
70
代
・
男
性
】

▼
4
月
号
の「
健
康
だ
よ
り
」の「
ほ
め
上
手
は

し
つ
け
上
手
」
を
読
ん
で
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。息
子
は
イ
ヤ
イ
ヤ
期
真
っ
た
だ
中
の

2
歳
。言
わ
れ
て
み
れ
ば「
良
い
と
こ
ろ
」よ

り
「
悪
い
と
こ
ろ
」
ば
か
り
に
目
が
い
っ
て

い
ま
し
た
。「
ほ
め
る
習
慣
」を
身
に
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
心
で
子
育
て

し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
大
宮
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
4
月
号
の「
健
康
だ
よ
り
」を
読
ん
で
、「
勉

強
」よ
り
も「
子
育
て
」の
方
の
難
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
ほ
め
る
よ
り
、
つ
い
つ
い
叱

る
方
が
多
い
の
で
、頑
張
っ
て「
ほ
め
る
」こ

と
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　【
大
宮
町
・
20
代
・
女
性
】

▼
毎
月
の
「
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
」
を
楽
し
み

に
拝
見
し
て
い
ま
す
。
美
し
い
写
真
、
わ
か

り
や
す
い
記
事
、
知
人
、
た
め
に
な
る
記
事

な
ど
は
切
り
抜
い
て
ノ
ー
ト
に
貼
っ
て
宝
物

に
し
て
い
ま
す
。ク
イ
ズ
は
頭
の
体
操
で
す
。

ク
イ
ズ
歴
13
年
目
。「
み
ん
な
仲
良
く
元
気

に
」が
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
丹
後
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
行
政
と
市
民
を
つ
な
ぐ「
広
報
き
ょ
う
た
ん

ご
」。
市
政
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
と
て
も

親
し
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。広
報
と
広
聴
が

両
輪
と
な
っ
て
市
民
に
伝
え
、市
民
の
声
を

吸
い
上
げ
て
く
れ
る
よ
う
な
企
画
を
お
願

い
し
ま
す
。　
　
　【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

▼「
生
命
の
絆
」で
知
人
が
載
っ
て
い
る
こ
と

が
多
く
あ
り
、毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

新
し
く
誕
生
し
た
命
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。　
　【
大
宮
町
・
20
代
・
女
性
】

▼
東
日
本
大
震
災
で
日
本
も
大
変
で
す
。そ
ん

な
中
、東
北
高
校
の
セ
ン
バ
ツ
高
校
野
球
大

会
で
の
大
健
闘
は
見
る
人
の
心
を
熱
く
し

て
く
れ
ま
し
た
。『
が
ん
ば
れ
東
北
！
』
祈

っ
て
い
ま
す
。　
　【
網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
東
日
本
大
震
災
、本
当
に
心
が
痛
み
ま
す
。

今
で
き
る
こ
と
は
募
金
し
か
な
い
と
思
い

ま
し
た
。一
日
も
早
く
被
災
地
の
復
興
を
願

っ
て
い
ま
す
。　
　【
大
宮
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
津
波
注
意
報

が
、
京
丹
後
市
で
は
午
前
3
時
20
分
ご
ろ

に（
防
災
行
政
無
線
で
）流
れ
ま
し
た
。翌

日
の
N
H
K
の
放
送
で
京
丹
後
が
一
番
早

く
流
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。職
員
が
き

ち
ん
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
の
に
感
心

し
ま
す
。安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
で
す
。あ

り
が
と
う
。　
　
　【
峰
山
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
4
月
号
の
広
報
紙
で
、
今
回
の
大
地
震
後

わ
ず
か
5
時
間
で
救
援
隊
を
派
遣
し
た
と

知
り
、市
の
迅
速
な
対
応
に
驚
き
ま
し
た
。

現
地
で
活
動
し
て
い
る
か
た
は
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
網
野
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
4
月
号
の「
成
人
式
」を
読
ん
で
私
の
成
人

式
を
思
い
出
し
ま
し
た
。当
時
は
大
雪
で
振

り
袖
に
長
靴
で
行
っ
た
こ
と
を
。今
は
雪
の

降
ら
な
い
時
期
で
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
4
月
号
の「
成
人
式
」の
特
集
。若
い
っ
て

い
い
で
す
ね
。ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
見
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
に
期
待
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
老
齢
で
外
出
も
お
っ
く
う
で
す
が
、毎
月
の

広
報
紙
で
市
の
い
ろ
ん
な
動
き
や
情
報
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
あ
り
が
た
い
で
す
。市

の
文
化
財
な
ど
も
興
味
が
あ
り
勉
強
に
な

り
ま
す
。　
　
　
　【
弥
栄
町
・
80
代
・
女
性
】

▼
学
校
の
先
生
の
話
で「
や
っ
て
み
な
い
と
当

た
ら
な
い
」と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。だ
か

ら
今
回
も「
当
た
る
た
め
」に
応
募
し
て
み

ま
す
。（
笑
）

　
　
ま
た
、広
報
紙
は
、子
ど
も
の
私
で
も
分

か
り
や
す
く
地
域
の
こ
と
が
分
か
る
の
で
、

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　【
大
宮
町
・
10
代
・
女
性
】

優秀賞優秀賞優秀賞

優秀賞
京
丹
後
市
に
帰
省
し
墓
参
り
す

る
福
井
さ
ん（
旧
姓
・
池
部
）

ろ
う

に
せ

は
ん
ら
ん

ち

ぶ
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①選手宣誓をする
新山少年野球クラ
ブの田中飛騎主将
②仲間を応援する
チームメエト ③バ
ッティングフォー
ムを指導する村上
さん　④バッティ
ングのこつを教え
る福井さん ①① ②② ③③ ④④

プ
ロ
野
球
の
迫
力
に

１
３
２
９
人
が
歓
声

久美浜中カヌー部

し
ぶ 

き

＜お問い合わせ＞
京丹後市消費者センター　　68－0044

ほ
う

せ
い

大
宮
ド
リ
ー
ム
ス
が
優
勝

優勝杯を手にした大宮ドリームスの選手たち

マ
ル
ハ
ン
カ
ッ
プ
少
年
野
球

12
チ
ー
ム
が
熱
戦

野
球
教
室
に

　
　
　
２
０
０
人

　
第
7
回
マ
ル
ハ
ン
カ
ッ

プ
少
年
野
球
大
会（
峰
山
少

年
野
球
振
興
会
主
催
）が
４

月
２
、３
の
両
日
、峰
山
球

場（
峰
山
町
荒
山
）で
行
わ

れ
、大
宮
ド
リ
ー
ム
ス
と
峰

西
野
球
ク
ラ
ブ
が
決
勝
に

進
み
、２
対
０
で
大
宮
ド
リ

ー
ム
ス
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、市
内
の
少

年
野
球
チ
ー
ム
と
宮
津
市
・

与
謝
野
町
両
市
町
代
表
チ

ー
ム
の
計
12
チ
ー
ム
で
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
、㈱
マ
ル
ハ
ン

の
韓
社
長
が「
夢
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
こ
と
は
み
ん

な
の
支
え
に
な
る
。夢
を
持

っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と

激
励
。続
い
て
峰
山
町
の
新

山
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の
田

中
飛
騎
主
将
が「
精
い
っ
ぱ

い
頑
張
り
ま
す
」と
宣
誓
し

ま
し
た
。　

　
ま
た
、同
大
会
に
あ
わ
せ
、

㈱
ア
ス
リ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン

主
催
の
少
年
野
球
教
室
が

行
わ
れ
、講
師
に
は
、元
読

売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
選
手
の

福
井
敬
治
さ
ん
や
元
近
鉄

バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
選
手
の
村

上
隆
行
さ
ん
ら
５
人
。

　
約
２
０
０
人
の
野
球
少

年
た
ち
は
、打
撃
や
投
球
フ

ォ
ー
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
プ
ロ
選
手
か
ら
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ「
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
対
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
」の
公

式
戦
が
４
月
24
日
、峰
山
球

場（
峰
山
町
荒
山
）で
行
わ
れ
、

１
３
２
９
人
の
野
球
フ
ァ
ン

が
プ
ロ
野
球
選
手
の
パ
ワ
ー

と
ス
ピ
ー
ド
に
歓
声
を
上
げ

ま
し
た
。

　
同
公
式
戦
は
、地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
15
年
か
ら

ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
開
催
実

行
委
員
会
が
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

ス
タ
ン
ド
へ
の
サ
イ
ン
ボ
ー

ル
の
投
げ
込
み
や
地
元
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
る
始

球
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は
、８
対
４
で
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
が
阪
神
に
勝
利
し

ま
し
た
。

0110202028

0001201004阪神
ソフトバンク

試合結果

スタンドを埋め尽くす約1,300人の観衆

プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
迫
力
あ
る
試
合
が
展
開
さ
れ
た
公
式
戦

ソ　中村、柴原、堂上、柳田

巽

神　柴田、岡崎

鶴

勝

本

負

（敬称略）

地デジへの完全移行は7月24日

ご覧のアナログテレビ放送は
2011年7月24日に停止します。
デジタル受信の準備をお願いします。
　　　　　〈お問い合わせ〉
○○○テレビ視聴者センター
　　　　XXXXーXXXーXXX
視聴者地上デジタルテレビジョン放送受
信相談センター
　　　　XXXXーXXXーXXX
　前9ー後9時　（土日祝）前8ー後6時

今日の今日の
ワンコワンコ
今日の
ワンコ

あと○日でアナログ放送終了

アナログ

ご覧のチャンネルは、7月で終了します…

　地上アナログテレビ放送は今年の7月24日で終了し、地上デジタルテレビ放送（地デジ）
に完全移行します。このため、従来のアナログテレビのままではテレビ放送を見ることがで
きません。

　アンテナでの受信・ケーブルテレビへの加
入のいずれの場合も、地デジ対応のテレビに
買い替えるか、アナログテレビにデジタルチ
ューナーを取り付ける必要があります。現在、
画面の右上に「アナログ」と表示されている
テレビを視聴されているかたは準備をお願
いします。

地デジを見るには？

　カーナビやビデオデッキなども地デジ対応
でない場合は、アナログ放送が終了するとテ
レビを視聴できなくなります。地デジを視聴
する場合は、機器を地デジ対応のものに買い
替えるか、チューナーの取り付けが必要です。

カーナビなども地デジ化を

　総務省が行っている地デジ送受信のため
の支援制度が拡充されました。ＮＨＫ受信料
免除世帯に対して行われている簡易チュー
ナーの無償給付の対象に、「市町村民税非課
税世帯」が追加されました。
　詳しくは総務省地デジチューナー支援実
施センター（　0570－023724）へお問い合
わせください。

地デジ化支援制度が拡充

　アナログテレビ放送のデジタル化に便乗した詐欺が発生してい
ます。国や自治体、放送局がお金を請求することは絶対にありま
せん。被害にあわないためにご注意ください。  

地デジ詐欺にご注意を

通常画面の上に終了日ま
でのカウントダウン表示

定期的にブルーバック
などのお知らせ表示

画面下に常時「告知スーパーを表示」

ブルーバックのお知らせ表示に全面移行

アナログ放送完全終了

アナログテレビ
放送終了までの流れ

地デジの準備はお済みですか？

①6月30日まで

②7月1日から

③7月24日正午から

④7月25日午前0時

右
上
に
表
示

詐欺にあわないためのポイント
・頼んでいないことに対する請求や、覚えのない請求ははっきり断る
・訪問者の名前や連絡先などを聞いてメモし、身分証明書の提示を求める
・一人で判断せず、家族や信頼できる近くの電器店などに相談する

ご覧のアナログテレビ放送は
2011年7月24日に停止します。
デジタル受信の準備をお願いします。
　　　　　〈お問い合わせ〉
○○○テレビ視聴者センター
　　　　XXXXーXXXーXXX
視聴者地上デジタルテレビジョン放送受
信相談センター
　　　　XXXXーXXXーXXX
　前9ー後9時　（土日祝）前8ー後6時

京たんごスポーツ京たんごスポーツ京たんごスポーツ

たんすぽ
たんすぽ

ウエスタンリーグ・公式戦ウエスタンリーグ・公式戦
阪神タイガース阪神タイガース VS  VS 福岡ソフトバンクホークス福岡ソフトバンクホークス阪神タイガース VS 福岡ソフトバンクホークス
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（総合窓口）あみの図書館　72-4946　
よくよむ

い

い

い

でん ち

でん  ち

でん  ち

き

き

ちゅうりゃく わたし

つか い

しょうがく ねん

びょう たたか づよ

こ し えしゅう

ちからき

じょ  じ

にんげんいのち たいせつ

佐濃小

野中

丸山橋

丸田川橋

至
峰
山
町

至
豊
岡
市

至
豊
岡
市

法華経大石塔

地震の仕組みを説明地震の仕組みを説明

丹後町で「ジオトレッキング」丹後町で「ジオトレッキング」

化石レプリカ作成体験を実施化石レプリカ作成体験を実施

古代人の石製品を展示古代人の石製品を展示      

地震の仕組みを説明

丹後町で「ジオトレッキング」

化石レプリカ作製体験を実施

古代人の石製品を展示   

今月のおすすめ

　今月号に掲載された記事からクイズを出題し
ます。全問正解者の中から抽選で5人のかたに
図書カード500円分をプレゼント！

◆応募方法

◆4月号の答え

○○○歳の誕生日を迎えた丹後町の木村次郎右衞門さん
久美浜一区には「○○○の寝床」と呼ばれる城下町の街並みが残る
ヒツジやヤギたちと触れ合うことができる○○○○広場がオープン

はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）②住所 ③氏名〈ふりがな〉 
④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報紙の感想やイラストなどを明記して、秘書広報広
聴課まで（宛先は裏表紙を参照）。なお、いただいた感想やイラストは広報紙に掲
載することがあります。　※⑥番目の項目も忘れず明記ください。

◆締め切り
5月24日（火）当日消印有効。当選
者の発表は来月号のこのコーナーで。

①593　②相馬　③くいにゃあなぁ

◆4月号当選者
大木 敏正さん（大宮町奥大野）
木下 肇さん（弥栄町黒部）
堺 百合子さん（峰山町二箇）
二俣 里美さん（丹後町平）
安田 彩花さん（大宮町奥大野）

応募総数40人、正解者数36人でした。
たくさんのご応募ありがとうござい
ました。

おめでとうございます！

こんなに大きな絵本もあります

いのち 大きさに圧倒される大石塔

（
文
化
財
保
護
課
）

訂正（４月号『職員人事異動』）

市職員人事異動

 
　健康長寿福祉部
  健康推進課 保健師　  吉岡みなみ
 
　 弥栄病院看護部 
   助産師　  安達　敦子
　　　　                 看護師　  砂井美由紀
　 弥栄病院技術部 
  　　　 臨床工学技士　  伊藤　嘉晃
                  理学療法士　  西田　彩乃

　4月1日付けで新規採用した市職員の
うち、「採用に必要な資格を取得見込み」
だった者の配属先をお知らせします。

ジオトレッキングの様子（丹後町竹野）

「ジオキャラバン「ジオキャラバン inin京丹後」を実施しました京丹後」を実施しました「ジオキャラバン「ジオキャラバン inin京丹後」を実施しました京丹後」を実施しました

　ジオスポットを歩いて楽しむ「ジオ
トレッキング」では、NPO法人全国まち
づくりサポートセンターのガイドが同
行し、立岩や大成古墳群を紹介しました。

　琴引浜鳴き砂文化館（網野町）では、
パネル展示のほか、足跡化石探しや化
石レプリカ作製体験を行いました。

　丹後古代の里資料館（丹後町）では、「古代人とジオ」をテーマに、
縄文時代や古墳時代に狩猟で用いた鏃や磨石などの石製道具を展示。
併せて、勾玉つくり体験を実施しました。

　峰山地域公民館（峰山町）で開催された「震災記念展」にジオパーク
コーナーを設け、パネル展示や液状化実験、振動実験を通して地震
の仕組みを説明しました。

ほ

せ
き
と
う

の 

な
か

ま
る 

た 
ま
る
や
ま
ば
し

み
ょ
う
ご
う

こ
う
が
ん

に

な

え
い
せ
い

た
け
ふ
じ

き
く 

じ

じ 

ろ
う

だ
に
が
わ

ほ
う
れ
ん 

げ

な
　
む

だ
い

まがたま

やじり すりいし

せきせいひん

おおなるたていわ

　網野みなみ保育所の職員名で「廣瀬　久
美子」とあるのは「広瀬　久美子」の誤り
でした。また、弥栄病院診療部で「産婦人
科部長　福田　美香」とあるのは「婦人科
部長　福田　美佳」の誤りでした。
　

・
・・

・・ ・・
・ ・・

・
・

　　
久
美
浜
町
丸
山
に
あ
る
法
華
経
大
石
塔

は
、
国
道
３
１
２
号
線
の
野
中
交
差
点
を

北
に
進
み
、
丸
田
川
橋
と
丸
山
橋
の
間
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
も
と
は
、
丸
山
橋
の

東
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
佐
濃
谷
川

の
改
修
の
際
に
現
在
地
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
法
華
経
大
石
塔
は
花
崗
岩
で
作
ら
れ
て

お
り
、
大
き
さ
は
幅
73
㌢
、
奥
行
54
㌢
、

高
さ
３
３
３
㌢
。
目
の
前
に
立
つ
と
見
上

げ
る
よ
う
な
高
さ
で
、

立
派
な
も
の
で
す
。

　
正
面
に
は
「
南
無

妙
法
蓮
華
経
」
と
い
う
題
目
が
刻
ま
れ
、

側
面
に
は
、
天
明
元
年
（
１
７
８
１
年
）

10
月
に
英
静
尼
と
い
う
人
が
中
心
と
な
り
、

泉
州
（
現
在
の
大
阪
府
南
部
）
の
石
大
工
（
石

工
）
「
次
郎
兵
衛
菊
次
」
に
よ
っ
て
造
ら

れ
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
石
塔
は
、
一
つ
の
石
に
一
文
字

ず
つ
お
経
（
法
華
経
・
69
万
３
４
８
文
字
）

を
書
い
て
埋
め
た
場
所
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
原
石

は
久
美
浜
町
竹
藤

地
区
内
か
ら
運
ば

れ
た
も
の
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
石
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
や

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
っ
た
名
号
（
仏

の
名
前
）
を
刻
ん
だ
題
目
塔
・
名
号
塔
な

ど
は
、
市
内
の
各
地
に
見
ら
れ
ま
す
が
、

丸
山
の
法
華
経
大
石
塔
は
、
市
内
で
最

大
級
の
大
き
さ
を
誇
り
ま
す
。

　
平
成
３
年
７
月
15
日
付
け
で
久
美
浜

町
指
定
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ

れ
、
京
丹
後
市
発
足
に
あ
わ
せ
京
丹
後

市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　山陰海岸ジオパーク推進協議会、京丹後市などは、2月19日から4月
24日まで、山陰海岸ジオパークの魅力を体験・再発見してもらおうと「ジ
オキャラバンin京丹後」を実施。市内外から訪れた参加者らに、体験プロ
グラムや学習を通して、ジオパークの魅力を紹介しました。

　図書館では、子ども
たちに本のおもしろさ
や読書の楽しさを知っ
てほしいという願いか
ら、「絵本の読み聞か
せ」や「おはなし会」
を開催しています。
　「絵本の読み聞かせ」
は、市内の図書館
（室）や保育所・小学       
校で行います。

　また、年に数回行う「おはなし会」では人形劇・パネルシア
ター・エプロンシアターなどをみんなで演じます。 老若男女の
読み聞かせ仲間と
楽しく取り組んで
いただける内容で
す。
　ぜひ、読み手と
なって、子どもた
ちと一緒に絵本の
世界を体験してく
ださい。詳しくは
最寄りの図書館
（室）にお尋ねくだ
さい。

け
き
ょ
う

が
わ
ば
しか

み
ょ
う

き
ょ
う

べ

え

む

あ

み

だ

ぶ
つ

さ

の

図書図書館だよりだより図書館だより
◆開館時間／10時～18時 
                （峰山・あみののみ水曜は19時まで）
　　　　　　毎週月曜・毎月1日は休館日
                （土日祝日と重なる場合は翌日）
◆貸出／1人20点まで・2週間

5月図書館カレンダー

 8   9  10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28 
29 30 31   1  2   3   4     
 5   6   7   8   9  10 11 

日 月 火 水 木 金 土

6

問1
問2
問3

広報クイズ広報クイズ広報クイズ

（
久
美
浜
町
丸
山
）

■恋にあっぷあっぷ

　夫から「たよりない」といわれる普通
の主婦が、パートを始めたことを機に恋
に落ちる。恋人と会うたびに、忘れてい
た心の奥底に眠る感情を思い出してゆく。
内面に豊かな感情を持ち、自立していく
女性の姿を魅力的に描いた一冊です。

茨木のり子／著　花神社

田辺聖子／著　光文社

■歳月

すずらんの会／編集　
■電池が切れるまで

読み聞かせボランティアを募集　著者の亡くした夫への想いを綴った詩集
です。著者の生前は出版され
ずに密かにしまわれていまし
た。最愛の人の死に直面した
とき、どう受け止め、どう生
きていくのか、切なくときに
激しい言葉で表現されている
著者の心情が胸に迫る作品です。

　
「命はとても大切だ。人間
が生きるための電池みた
いだ。でも電池はいつか
切れる。（中略）だから私
は命が疲れたと言うまで

せいいっぱい生きよう」（小学４年女児）。
病気と闘いながらも力強く生きようとする
子どもたちの詩・絵集です。

絵本の読み聞かせは大人気。みんな真剣に聞い
ています

かい へんしゅう

法
華
経
大
石
塔

き
ょ
う

ほ

け

だ
い
せ
き
と
う

つづ

京
丹
後
市
の
文
化
財

京
丹
後
市
の
文
化
財

6161

市
内
最
大
級
の
題
目
塔

◆問い合わせ先／
            峰山図書館（　62-5101） 大宮図書室（　69-0672）
　　　　あみの図書館（　72-4946） 弥栄図書室（　65-2101）
　　　　久美浜図書室（　82-1771） 丹後図書室（　69-0664）
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地
元
食
材
の
ラ
ン
チ
で

　    

宇
川
に
明
か
り
を
灯
す

笑顔が絶えない「レスト斯城」の運営スタッフ（右から２人目が川戸和子
さん）

　
国
道
１
７
８
号
を
経
ケ
岬
方
面
へ
。
丹
後

町
の
筆
石
集
落
を
経
て
犬
ケ
岬
ト
ン
ネ
ル
を

抜
け
る
と
、
名
所
の
丹
後
松
島
が
眼
下
に
広

が
る
。
こ
の
絶
景
を
一
望
で
き
る
レ
ス
ト
ラ

ン
「
レ
ス
ト
斯
城
」（
同
町
此
代
）
が
４
月
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
運
営
ス
タ
ッ

フ
は
、
地
元
の
主
婦
な
ど
７
人
。「
〝
お
ば
ち
ゃ

ん
パ
ワ
ー
〞
で
地
域
を
元
気
に
し
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
る
。

　
犬
ケ
岬
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
昭
和
50
年
に
、

井
ノ
本
輝
義
さ
ん
（
同
町
此
代
・

72
）
夫
婦
が
開
業
。
丹
後
松
島
の

絶
景
を
眺
め
な
が
ら
食
事
が
で

き
る
飲
食
店
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
が
、
輝
義
さ
ん
の
病
気
療

養
の
た
め
２
年
前
か
ら
休
業
し

て
い
た
。

　
夫
婦
の
知
人
、
川
戸
和
子
さ

ん
（
同
町
此
代
・
62
）
が
「
宇
川

地
域
の
玄
関
口
に
あ
る
こ
の
店

に
明
か
り
を
灯
す
こ
と
で
、
地

域
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
」

と
輝
義
さ
ん
の
妻
、
和
江
さ
ん

（
64
）
に
再
開
を
相
談
。
和
江
さ

ん
を
含
む
６
人
の
仲
間
と
共
に

再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
白

ご
飯
や
サ
ザ
エ
、タ
ケ
ノ
コ
、海
藻
な
ど
を
使
っ

た
炊
き
込
み
ご
飯
、
丹
後
寿
司
な
ど
の
日
替

わ
り
定
食
。
メ
ー
ン
に
は
、
地
元
の
山
と
海

の
幸
を
用
い
、
そ
の
日
に
と
れ
た
食
材
に
よ
っ

て
決
め
る
。
７
月
下
旬
に
は
、
め
っ
た
に
口

に
で
き
な
い
と
い
う
隠
れ
た
地
元
産
品
〝
此

代
の
バ
フ
ン
ウ
ニ
〞
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

料
理
を
期
間
限
定
で
出
す
予
定
だ
と
い
う
。

　「
宇
川
は
、
四
季
折
々
の
山
野
草
や
魚
介
類

の
宝
庫
。こ
れ
ら
の
素
材
の
良
さ
を
生
か
し
て
、

〝
お
ば
ち
ゃ
ん
な
ら
で
は
の
家
庭
の
味
〞
を
心

を
込
め
て
振
る
舞
い
ま
す
」と
ス
タ
ッ
フ
は
話
す
。

　
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
し
て
も
利
用
で
き
る

屋
外
の
木
製
テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
は
、
川
戸

さ
ん
の
知
り
合
い
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
設
置
。

近
所
の
人
た
ち
が
野
菜
な
ど
を
提
供
し
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
る
な
ど
、
協
力
者
が
次
々
と

現
れ
た
。

　「
地
域
に
根
差
し
た
店
で
あ
り
た
い
」と
、オ
ー

プ
ン
前
日
に
は
地
元
の
人
た
ち
を
店
に
招
待
。

ま
た
、
地
域
に
は
お
年
寄
り
が
多
い
た
め
、

安
否
確
認
も
兼
ね
て
、高
齢
者
向
け
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
５
月
か
ら
始
め
た
。

　「
団
塊
世
代
の
私
た
ち
で
す
が
、
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
。
今
、

日
本
で
一
番
元
気
な
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
で
は

な
い
か
な
」
と
川
戸
さ
ん
は
笑
う
。

　「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
―
―
」。
ス
タ
ッ
フ

の
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
声
が
店
内
に
響
き
渡
っ

て
い
た
。

て
る
よ
し

こ
の
し
ろ

このしろ

ふ
で

し

こ
の
し
ろ

ず

し

だ
ん
か
い

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

ひと ・人・ ヒト ひと ・人・ ヒト

つ
ぶ
や
き

つ
ぶ
や
き

人口・世帯数

男　　   29,362人
女　　   31,422人
計　　   60,784人
世帯数　22,178世帯

（－144）
（－146）
（－290）
（－29）

4月1日現在・カッコ内は前月比。
住民基本台帳による。
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負けるな東北！！　がんばれ東北！！　京丹後は全力で応援します

京
丹後
人

13おばちゃんスタッフ
丹後町

東北地方太平洋沖地震京丹後市災害支援対策本部

「レスト斯城」

▼
今
月
号
か
ら
広
報
き
ょ
う

た
ん
ご
作
成
を
担
当
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

▼
出
会
い
と
別
れ
の
４
月
か

ら
ひ
と
月
た
っ
て
、交
友
関
係

に
も
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。疎

遠
に
な
っ
た
り
、新
た
に
親
し

く
な
っ
た
り
…
。た
だ
季
節
が

変
わ
っ
て
も
場
所
が
変
わ
っ

て
も
、人
は
誰
か
と
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。人
の
つ
な
が
り
＝

「
絆
」は
い
つ
ま
で
も
大
切
に

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

▼
広
報
で
も
、「
絆
」や「
縁
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
、身
近

で
〝
ホ
ッ
ト
〞
な
、と
き
に
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
刺
激
的
な
記
事

を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
！
／
遼


